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安心して子どもを預けられる保育園に
専門性をもつ主任保育士養成講座

養成講座の目的
　親子関係の希薄さや若年ひとり親家庭で育てられる子どもが増加し、家庭文化の貧困の中で育つ子どもやちょっと
気になる軽度発達障害児など、幼児教育は多様化しています。一方、小学校に行くまでの基礎教育の場として、21
世紀のグローバル化社会を生きる、新しい能力観（リテラシー）の育ちも求められています。
　今、保護者が一番望んでいることは、何よりも小学校に行くまで“安心して子どもを預けられる”ことです。
　小学校に行くまでの基礎スキルを身につけた子どもを乳児期から育てるために、Bucket（バケット）理論が必要な
のです。

新しい価値観・Well－Being（幸せ度）を育む０歳からの教育
辻井　正博士のBucket（バケット）理論 連続講座

乳児期の子どもは一人ひとりの愛着が確立された「担当制」の保育環境で世話される。乳児期
特有の未熟な運動（神経反射運動）、反り返る、目の焦点が合いにくい、抱きにくい、発語の
おくれ等をケアできる保育士に。

小学校に行くまでの３年間は子ども自らが意欲的に行動できる遊びと学びの保育環境をデザイ
ンすることが大切。21世紀の幼児教育法である “体験型学習プロジェクト保育”を学ぶことで、
小学校に行くまでの読み・書き・計算の基礎スキルと世界的な関心（ワールドオリエンテーシ
ョン）を持った子どもを育む。
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バケット理論とは？
　右写真のバケットＡは基礎教育スキルを身につけた子ども、バケットＢ
はスキルを身につけていない子どもです。基礎教育スキルがないと学習と
知識の水が外に流れ出てしまいます。

バケット理論の考え方

1

2

じっと座って先生の話が聞けない、描写できない、文字
を正しく書けない、集団でのコミュニケーション能力が
育っていない（小1プロブレム）等の原因は、脳の前庭
系（三半規管）の未熟さだと指摘されている。ニュージ
ーランド、イギリス、アメリカの幼児教育現場で行われ
ているP.M.Pプログラムを学び、前庭系を育てる。

バケットの
最上段
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上・青枠は、小学校に行くまでのP.M.Pプログラム

中・左黄枠は、保育環境をデザインできる保育士・右黄枠は、プロジェクトカリキュラムを作成できる保育士

下・左赤枠はリスクチャイルドを支援する保育士・右赤枠は、子どもに強い愛着形成ができる保育士
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講者名

勤務先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職務名

勤務先住所

勤務先電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX番号

申込書

勤務先以外へのFAXを希望される方は下記にご記入ください。（記入例：送り先は市外局番-xxxx-xxxxx。メールで送ってください。アドレスは、、、、。）
お支払い方法ですが、振込先を明記した「お申し込み確認書」をFAXします。指定の口座にお支払いください。
※昼食ですが、近辺にファーストフードや手軽な食堂などがあります。講習室で食べることもできます。

〒543-0001　大阪市天王寺区上本町8-4-11　KIMURAビル5階

電話：06-6773-3348　FAX：06-6773-3008

e-mail：info@kiccc.jp    HP：www.kiccc.jp

（NPO法人申請中）

■１講座（初めの３か月目）

個体間の愛着理論（担当制）
＜保育士と子どもの愛着形成＞

講義は１年間（全36回）、講師は社会学博士 辻井　正です。

2011年7月～9月　毎水曜日
午後2時から午後5時まで
研修場所：国際臨床保育研究所　講義室
募集人数：30名
講座費用：3か月60,000円
教材費用：5,250円
講座費用合計：65,250円

KICCC（国際臨床保育研究所）所長

社会学博士　辻井　正

関西学院大学文学部大学院修了後、旧西ドイツの障害者施設「ベーテル」にて看護助手として勤務し、ケルン大学（乳児の運動神経学）にて研修。帰
国後、日本ではじめてのおもちゃライブラリーを大阪に設立すると共に、NHK教育テレビのレポーターとして活躍。大阪教育大学、神戸女学院大学
講師を経て、現在はアサヒベビー相談（朝日新聞社厚生文化事業団）のカウンセラーとして乳幼児期の発達検診や相談を行う。ヨーロッパ各国の保育
や幼児教育研究所との交流も深く、オランダ政府教育機構開発のピラミッドメソッド教育法を日本に導入し、現在ではニュージーランドP.M.P法、ア
メリカのメストネック博士発達セラピー教具の紹介に力を注いでいる。
平成12年大阪府教育功労賞授賞。平成13年社会学博士号（Modern Society and Children）修得。2006年オランダ・アーネムで行われた国際幼児教育
大会で日本代表に推薦される。著書多数。

講師

■２講座（中の３か月目）

秩序立てられた保育環境で展開される（テーマ性）
＜体験学習型プロジェクト保育理論と展開方法＞

2011年10月～12月　毎水曜日
午後2時から午後5時まで
研修場所：国際臨床保育研究所　講義室
募集人数：30名
講座費用：3か月60,000円
教材費用：5,250円
講座費用合計：65,250円

■３講座（終わりの３か月目）

乳幼児期の姿勢反射理論と未熟な反射
運動を抑制する＜運動プログラム＞

2012年1月～3月　毎水曜日
午後2時から午後5時まで
研修場所：国際臨床保育研究所　講義室
募集人数：30名
講座費用：3か月60,000円
教材費用：5,250円
講座費用合計：65,250円

乳児期の運動反射とリスクチャイルド 保育環境理論と
保育室のデザイン作図の実習

P.M.P（感覚・認知運動プログラム）
理論と実践

注意事項：
●１年間（全36回）を通じて受講される場合でもお支払いは３か月ごとでお願いします。
　※お申し込み後のキャンセルについては講座が始まるまでは全額返金いたします。
●講義日は講師の体調及び祝・祭日等の都合で変更する場合もあります。
●講義時間は午後2時から午後5時です。ご相談の上、研修時間を確保してください。
●各回とも講義資料は辻井　正が公開可能な資料をコピーで提供します。
●軽食を準備いたします。

下記の申込書に必要事項を御記入の上、
06-6773-3008までFAXをお願いいたします。

※価格は全て税込です。

□１講座（初めの３か月目） □２講座（中の３か月目） □３講座（終わりの３か月目）

受講希望の講座を○で囲んでください。

勤務先以外の連絡先


